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お盆の成人式ずっと5月に挙行してきた成人式も、婦人会の要望がきっかけとなってことしからは
　　　　　　　　　8月に行なうことになりました。その当日（15日）、お盆という時節がら．前年を

100人以上も上回る250人が出席して例のない盛大さでした。
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気
ま
ぐ
れ
で
警
戒

型
だ
と
い
う
こ
と
し

の
天
候
に
対
す
る
懸

念
が
、
八
月
の
集
中

豪
雨
と
い
う
形
で
現

実
の
も
の
と
な
っ
た

県
下
を
襲
っ
た
聚
雨

は
、
加
茂
、
六
日
町

糸
魚
川
、
青
海
、
と

欺
川
西
を
取
り
巻
く
各
地
に
甚
大
な
被

罧
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
幸
い
に
し
て

　

欺
そ
の
甲
心
は
町
を
避
け
た
た
め
、
こ

罧
れ
ら
の
市
町
村
に
比
べ
れ
ぱ
災
害
は

　

欺
軽
く
済
ん
だ
ほ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で

欺
も
八
月
四
日
か
ら
＋
二
日
ま
で
に
降

　

欺
っ
た
雨
量
は
三
九
九
ミ
リ
で
、
過
去

欺
五
十
年
間
に
お
け
る
八
月
の
平
均
雨

　

継
量
の
二
、
五
倍
に
達
し
て
い
る
。
特

朕
に
山
野
田
万
面
で
＋
六
戸
の
浸
水
家

　

欺
屋
を
出
し
た
九
日
は
一
日
で
一
七
四

罧
ミ
リ
と
こ
の
月
の
平
均
総
雨
量
を
上

　

欺
ま
わ
る
大
雨
で
あ
っ
た
。
乙
れ
ら
の

欺
雨
に
よ
る
被
害
は
、
建
物
、
道
路
、

　

朕
農
地
、
農
作
物
等
あ
わ
せ
て
一
億
を

朕
こ
え
る
額
で
あ
る
。
お
盆
明
け
の
天

　

継
候
は
比
較
的
順
調
で
あ
る
け
れ
ど
も

欺
収
穫
期
に
は
い
っ
て
果
た
し
て
ど
う

　

欺
な
る
か
。
倒
伏
や
穂
イ
モ
チ
も
相
当

欺
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
し
の
稲
作
で
あ

×
×
×
×
×
）
八
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

囹
行
　
　
　
事

　
九
　
月

（
一
日
か
ら
）
三
＋
日
ま
で
、
野
犬
一

掃
運
動
。

十
四
日
　
橘
地
区
敬
老
会
（
午
前
＋
一

　
時
か
ら
、
会
場
は
橘
小
学
校
）
。

十
五
日
　
千
手
忠
魂
碑
除
幕
式
。
敬
老

　
の
日
、
老
人
福
祉
週
間
は
じ
ま
る
。

＋
六
日
　
農
業
委
員
会
（
午
前
九
時
か

る
が
、
こ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
な
台
風
や
豪
雨
が
や
っ
て
釆
な
継

い
と
い
う
保
証
は
な
い
。
今
後
と
も
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厳
重
な
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。
　
　
朕

　
「
均
正
と
調
和
の
と
れ
た
計
画
性
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
町
政
の
実
現
」
を
目
ざ
し
て
昨
欺

年
釆
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
た
総
合
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
発
計
画
が
よ
う
や
く
で
き
あ
が
り
欺

八
月
二
＋
八
日
の
審
議
会
に
お
い
て
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
津
町
長
に
答
申
さ
れ
た
。
計
画
内
蹴

容
の
評
価
に
つ
い
て
は
今
後
各
万
面
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
検
討
に
待
つ
と
し
て
、
答
申
に
も
漸

指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
町
が
策
定
し
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
本
格
的
の
総
合
開
発
計
画
と
し
て
朕

は
最
初
の
も
の
で
あ
っ
て
、
〃
今
後
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
け
る
計
画
行
政
の
試
金
石
〃
と
欺

な
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
朕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
九
月
一
日
は
、
川
西
町
の
＋
三
回
朕

目
の
誕
生
日
で
あ
り
、
同
時
に
新
議
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
二
＋
二
名
の
任
期
が
発
生
し
た
日
期

で
も
あ
る
。
こ
の
日
招
集
さ
れ
た
臨
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
議
会
で
新
し
い
議
会
構
成
が
き
ま
朕

っ
た
が
、
そ
の
焦
点
と
な
っ
た
議
長
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
に
お
い
て
、
く
し
く
も
同
点
と
欺

な
っ
た
平
野
、
和
久
井
両
議
員
が
、
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

互
い
に
譲
り
合
う
と
い
う
う
る
わ
し
朕

い
情
景
が
展
開
さ
れ
、
結
局
は
く
じ
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い
う
一
コ
欺

マ
は
、
印
象
的
で
あ
っ
た
。
（
M
）
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

ら
役
場
で
）
。

＋
九
日
　
町
議
会
定
例
会
招
集
、
補
正

　
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
ほ
か
、
一
般

　
質
問
も
予
定
し
て
い
る
。

二
＋
三
日
　
秋
分
の
日

　
十
　
月

一
日
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
じ

　
ま
る
（
＋
二
月
末
ま
で
）
、
労
働
衛

　
生
週
間
は
じ
ま
る
。

十
日
　
体
育
の
日
、
目
の
愛
護
デ
i
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口

長
に
口禾

久
井
氏
を
再
選

任
期
を
分
け
た

臨
　
　
時
　
　
△
π

あ

い

つ

ぎ
招
集

　
生
ま
れ
変
わ
っ
た
議
会
の
任
期
発
生
の
日
、
九
月
一
日
に
招
集
さ
れ
た
第
七
回
町
議
会
臨
時
会

で
、
注
目
の
議
会
構
成
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
、
乙
れ
よ
り
前
の
八
月
二
＋
二
日
に
は
、
改
選
前
の

議
会
と
し
て
は
任
期
侵
後
の
第
六
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
継
続
審
査
分
の
請
願
一
つ
を
含
む
六
の

案
件
を
審
議
し
て
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

監
査
委
員
に

　
小
川
清
次
氏

　
一
日
の
第
七
回
臨
時
会
は
、
二
十
二

人
の
全
員
出
席
の
う
ち
に
、
年
長
議
員

で
あ
る
小
林
与
作
臨
時
議
長
の
司
会
の

も
と
に
始
ま
り
、
た
だ
ち
に
議
長
選
挙

を
投
票
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
結
果
は
、
平
野
圭
二

氏
と
和
久
井
精
一
氏
が
と
も
に
＋
一
票

で
同
数
と
な
っ
た
た
め
、
し
ば
ら
く
休

憩
し
、
再
開
後
、
公
選
法
に
基
づ
く
抽

選
の
万
法
に
よ
っ
て
和
久
井
氏
を
当
選

▲今回で3期目の議長席につく和久井精一氏

人
と
決
定
し
た
。

　
次
い
で
、
和
久
井
議
長

が
着
席
し
て
副
議
長
選
挙

に
は
い
り
、
以
下
の
開
票

結
果
の
よ
う
に
小
林
与
作

氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　
＋
二
票
　
小
林
与
作

　
　
九
票
小
川
清
次

　
　
一
票
　
平
野
圭
二

　
こ
の
ほ
か
、
議
会
人
事

と
し
て
は
常
任
委
員
の
選

任
と
、
各
常
任
委
員
会
ご

と
に
互
選
し
た
正
副
委
員

長
を
、
あ
ら
た
め
て
議
会護

に
お
い
て
指
名
推
薦
に
よ
り
選
任
し
た

　
常
任
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
◎
は
委
員
長
、
O
副
委
員
長

総
務
文
教
委
員
会

　
小
林
与
作
、
O
須
蔵
寛
蔵
、
平
野
圭

二
、
◎
小
林
申
一
、
高
橋
善
治
、
登
坂

敬
恒
、
上
村
忠
雄
、
（
和
久
井
議
長
の

委
員
辞
退
に
よ
る
欠
員
一
）
。

産
業
経
済
委
員
会

　
長
谷
川
福
松
、
○
押
木
二
吉
、
村
山

義
雄
、
数
藤
　
亘
、
水
落
達
一
、
◎
甲

村
金
作
、
水
品
正
一
郎

土
木
厚
生
委
員
会

　
滋
野
一
郎
、
小
川
清
次
、
高
橋
弥
太

郎
、
登
坂
　
茂
、
市
川
富
二
、
◎
田
甲

与
三
郎
、
O
桐
生
昌
平

　
ま
た
、
＋
日
町
市
、
川
西
町
伝
染
病

舎
組
合
議
会
議
員
に
和
久
井
精
一
、
小

林
与
作
の
両
氏
、
議
会
議
員
の
♪
・
ち
か

ら
選
任
す
る
川
西
町
監
査
委
員
に
小
川

清
次
氏
、
国
保
運
営
協
議
会
の
公
益
代

　
　
　
　
　
表
委
員
に
登
坂
敬
恒
、
市

　
　
　
　
　
川
富
二
、
須
藤
寛
蔵
、
水

韓

小林与副議長

品
正
一
郎
の
四
氏
、
以
上

を
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
。

　
、
乙
れ
ら
の
議
会
構
成
と

は
別
に
、
教
育
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
、
九
月
＋
五

日
で
任
期
満
了
と
な
る
杉

本
春
三
郎
氏
の
再
任
、
七
月
末
辞
職
し

た
水
品
正
一
郎
委
員
の
後
任
と
し
て
馬

場
卜
禅
氏
の
任
命
に
お
の
お
の
同
意
し

損
害
評
価
会
委
員
＋
三
人
の
選
任
も
同

意
、
国
保
の
給
付
準
備
基
金
の
設
置
条

例
制
定
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　嚢

幾
馨

第
六
回
臨
時
会

常
任
委
の
委
員

定
数
を
削
減

小林申総文委員長FP村産経委員長田中土厚委員長

　
第
六
回
町
議
会
臨
時
会
で
審
議
決
定

し
た
の
は
次
の
六
件
で
あ
る
。

①
川
西
町
議
会
常
任
委
員
会
及
び
特

別
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
。

　
議
員
定
数
の
削
減
に
よ
つ
て
、
常
任

委
員
会
の
委
員
定
数
を
改
め
る
必
要
が

生
じ
た
の
で
、
議
員
提
案
で
総
交
委
員

会
八
人
（
い
ま
ま
で
は
九
人
）
、
産
経

委
員
会
七
人
（
同
九
人
）
、
土
厚
委
員

会
七
人
（
同
八
人
）
の
構
成
に
し
よ
ろ

と
す
る
も
の
。
原
案
ど
お
り
可
決
。

へ
②
一
般
会
計
補
正
予
算

．
二
回
目
の
補
正
で
、
歳
入
歳
出
と
も

七
百
五
＋
八
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
三
億
四
千
二
百
八
＋
二
万
三

千
円
と
す
る
も
の
。
原
案
ど
お
り
可
決

　
歳
入
は
、
地
万
交
付
税
四
百
八
＋
二

万
六
千
円
、
国
庫
支
出
金
百
八
＋
八
万

五
千
円
、
寄
付
金
八
＋
七
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
追
加
。
歳
出
で
は
、
町
道
（
山
手

線
ほ
か
）
の
改
艮
に
約
三
百
四
＋
万
円

学
校
の
施
設
関
係
約
二
百
五
＋
万
円
な

ど
が
追
加
の
目
だ
っ
た
点
で
あ
る
。

　
い
ま
ま
で
に
例
を
み
な
い
参
列
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
成
人
式
の
費
用
も
、
今
回

約
九
万
円
を
補
正
増
し
、
ほ
か
に
、
仙

田
へ
き
地
出
張
診
療
所
会
計
へ
の
繰
り

出
し
が
衛
生
費
に
盛
ら
れ
て
い
る
。

③
川
西
町
へ
き
地
出
張
診
療
所
設
置

条
例
の
制
定

④
同
へ
き
地
出
張
診
療
所
特
別
会
計

条
例
の
制
定

⑤
同
出
張
診
療
所
の
四
＋
四
年
度
特

別
会
計
予
算

　
以
上
の
三
件
は
、
い
ず
れ
も
九
月
一

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
仙
田
へ
き
地
出

張
診
療
所
（
甲
仙
田
）
関
係
の
議
案
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
（
広
報
ス

ケ
ッ
チ
参
照
）

⑥
上
野
小
学
校
水
泳
ブ
ー
ル
建
設
に

関
す
る
請
願

　
前
回
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

も
の
で
、
所
管
の
総
交
委
員
長
が
審
査

報
告
を
し
た
の
ち
採
択
と
決
定
し
た
。

《らし釧

⑧
繋
額

全
国
広
報
研
究
大

会
、
坂
西
志
保
さ

ん
の
記
念
講
演
か

ら
ひ
と
つ
。
ア
メ

リ
カ
の
未
釆
学
会
が
電
算
機
で
資
，

料
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
〃
二
十

一
世
紀
は
日
本
の
世
紀
〃
で
あ
り

二
千
二
十
年
に
世
界
の
ト
ッ
プ
の

座
に
あ
る
の
は
日
本
と
で
た
そ
う

で
す
。
た
だ
、
こ
れ
に
は
同
学
会

副
会
長
の
み
っ
つ
の
警
告
つ
き
と

い
い
ま
す
。
そ
の
警
告
と
は
、
再

軍
備
と
く
に
核
装
備
を
し
な
い
な

ら
。
勤
勉
性
を
も
っ
と
生
産
に
結

ぴ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
。

慢
心
し
な
い
な
ら
。
幌
．
、
し
た
。

③
爺
壁
轡
磐

の
行
事
が
た
く
さ
ん
目
に
つ
き
ま

す
。
　
「
ガ
ン
征
圧
月
間
」
　
「
精
神

薄
弱
者
愛
護
月
間
」
　
「
磨
薬
禍
撲

滅
運
動
」
　
「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
」
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
。
ま
た
二
十
四

日
か
ら
「
結
核
予
防
週
間
」
で
す

と
か
く
健
康
に
つ
い
て
は
、
ふ
だ

ん
〃
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
か
無
関
心
の
ど

ち
ら
か
．
・
：
〃
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
日
常
の
適
正
な
管
理
や

検
査
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
何
か
重
大
な
病
気
に
で
も
か

か
ら
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
そ
の

気
に
な
ら
な
い
と
い
う
な
ま
け
ぐ

せ
を
一
掃
し
て
く
だ
さ
い
。
食
欲

の
秋
と
は
い
い
な
が
ら
、
腹
も
身

の
内
、
内
蔵
に
急
な
重
労
働
を
さ

せ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

！
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の楽しい生活を年金で老
た
。
将
来
も
、

く
と
予
想
さ
れ
、
人
口
構
成
の
急
速
な

老
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
核
家
族
」
と
い
う
乙
と
が

よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
家
族

構
成
が
夫
婦
と
乙
ど
も
に
限
ら
れ
、
祖

父
母
は
別
に
独
立
し
た
生
計
を
営
む
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
今
後
こ

う
し
た
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
は
＋
分
予

測
で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
老
人
問
題
は
ど
う
し

て
も
社
会
全
体
で
解
決
し
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
わ
け
で
、
年
金
制
度
は
、
そ
の

対
策
の
甲
心
を
な
す
制
度
と
し
て
生
ま

れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
が
始
ま
っ
て

か
ら
＋
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
拠
出
制

老
齢
年
金
も
四
＋
六
年
か
ら
支
給
開
始

　
最
近
は
、
と
み
に
老

人
福
祉
の
問
題
が
関
心

を
集
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
身
近
で
不

幸
な
老
人
の
生
活
を
見

た
り
聞
い
た
り
す
る
に

つ
け
、
な
ん
と
か
し
て

そ
う
い
う
人
た
ち
を
助

け
て
あ
げ
た
い
と
い
う

気
持
が
自
然
に
わ
い
て

く
る
か
ら
で
し
よ
う
。

　
敬
老
の
日
は
、
こ
う

し
た
世
論
を
背
景
に
し

て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
国
民
年
金
の
甲

に
老
齢
福
祉
年
金
制
度

を
盛
り
乙
ん
だ
の
も
、

お
年
寄
り
か
ら
少
し
で

も
楽
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
と
い

え
ま
す
。

　
日
本
人
の
寿
命
は
た

い
へ
ん
伸
ぴ
て
き
ま
し

い
ま
以
上
に
伸
び
て
ゆ

と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
わ
が
国
で
公
に
実
施
さ
れ
て

い
る
年
金
制
度
と
し
て
は
、
乙
の
国
民

年
金
の
ほ
か
、
会
社
や
工
場
な
ど
に
勤

め
て
い
る
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
保

険
、
公
務
員
や
農
協
職
員
が
加
入
す
る

各
種
共
済
組
合
な
ど
、
あ
わ
せ
て
八
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
、
あ
な
た
は

確
実
に
と
れ
ら
の
う
ち
の
ど
れ
か
に
加

入
し
て
い
る
で
し
よ
う
か
。

　
明
治
四
＋
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
二
＋
歳
以
上
の
人
で
、
も
し
も

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
が
あ

る
と
、
そ
の
人
は
、
こ
ん
ご
七
＋
歳
に

な
っ
て
も
老
齢
福
祉
年
金
が
も
ら
え
な

い
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
よ
う
か
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
受
給
者
や
そ
の
配

偶
者
も
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
け

れ
ば
、
国
民
年
金
は
い
っ
さ
い
支
給
さ

れ
ず
、
む
ろ
ん
七
＋
歳
に
な
っ
て
も
老

齢
福
祉
年
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

　
「
敬
老
の
日
」
に
当
た
っ
て
、
老
人

福
祉
問
題
を
考
え
る
と
と
も
に
、
年
金

制
度
の
意
義
を
再
認
識
し
、
自
分
が
加

入
し
て
い
る
年
金
、
あ
る
い
は
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
金
制
度
の
し
く

み
を
よ
く
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
不
審
な
点
は
遠
慮
な
く
役

場
で
お
尋
ね
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
例
年
の
よ
う
に
、
七
＋
五
歳
以
上
の

か
た
に
記
念
菓
、
九
十
歳
に
な
っ
た
か

た
に
は
記
念
品
と
祝
状
が
県
か
ら
贈
ら

れ
ま
す
が
、
川
西
町
で
は
小
林
直
三
さ

ん
ほ
か
三
百
八
＋
人
に
記
念
菓
、
四
郎

兼
高
橋
キ
イ
（
軍
治
）
さ
ん
、
越
ケ
沢

川
崎
ム
メ
（
フ
ヨ
）
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ

記
念
品
、
祝
状
が
渡
さ
れ
ま
す
。

社
会
連
帯
精
神
を

赤
い
羽
根
共
同
募

金
に

　
〃
赤
い
羽
根
は
、
あ
な
た
の
善
意
の

シ
ン
ボ
ル
で
す
。
〃
、
国
民
た
す
け
あ

い
共
同
募
金
は
、
み
な
さ
ん
の
暖
か
い

支
持
に
よ
っ
て
二
＋
三
年
目
を
迎
え
、

乙
と
し
も
＋
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
昨
年
行
な
わ
れ
た
共
同
募
金
世
論
調

査
に
よ
る
と
、
支
持
者
は
八
五
、
四
，
％

で
、
こ
の
甲
に
は
も
っ
と
盛
ん
に
と
い

う
の
が
二
二
、
三
’
％
も
あ
り
、
あ
ら
た

め
て
乙
の
運
動
の
重
要
性
、
必
要
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
協
力
い
た
だ
い
た
お
金

は
県
の
総
額
で
＋
四
億
五
千
万
円
に
の

ぼ
り
、
県
内
民
間
社
会
福
祉
事
業
の
拡

充
強
化
に
役
だ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
重
点
配
分
計
画
は
、
心
身

障
害
者
（
児
）
対
策
、
こ
ど
も
の
遊
ぴ

場
設
置
、
か
ら
だ
に
欠
陥
の
あ
る
人
た

ち
の
救
護
施
設
設
置
等
で
あ
り
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
も
配
分
さ
れ
て
、
老

人
、
母
子
、
身
体
障
害
者
、
長
期
療
養

者
な
ど
の
福
祉
に
む
け
ら
れ
ま
す
。

　
川
西
町
の
目
標
額
と
し
て
、
　
一
般
募

金
三
十
万
四
千
円
、
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
＋
万
円
が
決
ま
り
、
近
く
、
例
年

ど
お
り
嘱
託
員
を
通
じ
て
赤
い
羽
根
共

同
募
金
封
筒
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、

格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

韓
国
に
派
遣
さ
れ
る

　
　
　
田
村
君

敬
老
の
日

　
三
百
八
十
人
に
記
念

　
の
菓
子

　
＋
五
日
は
敬
老
の
日
、
乙
の
日
か
ら

二
＋
一
日
ま
で
は
老
人
福
祉
週
間
で
す

　
お
年
寄
り
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
お
祝

い
す
る
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
自
身
か

ら
も
、
生
き
る
意
欲
を
い
っ
そ
う
高
め

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
で
指
導
的
立
場
に
立
つ
よ
う
な

青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
韓
国
を
視
察

す
る
県
主
催
の
青
年
派
遣
団
員
に
選
ば

れ
た
田
村
俊
秀
君
（
二
＋
二
歳
）
が
、

い
よ
い
よ
三
＋
日
羽
田
か
ら
出
発
す
る

　
田
村
君
は
、
赤
谷
出
身
で
現
在
町
青

年
学
級
自
治
会
長
、
第
一
回
の
こ
の
派

遣
団
（
一
行
二
＋
人
）
は
約
一
週
間
韓

国
に
滞
在
し
、
仁
川
、
慶
州
か
ら
釜
山

な
ど
を
訪
れ
ぐ
予
定
、
帰
国
は
釆
月
七

日
大
阪
着
と
な
っ
て
い
る
。

〔
善
意
の
告
知
板
〕

　
水
害
地
に
愛
の
手

そ
の
一神
社
町
吉
楽
幸
子
さ
ん

　
西
頸
城
郡
青
海
町
の
水
害
地
に
と
町

社
協
あ
て
に
衣
料
品
一
包
み
を
寄
託
。

そ
の
二

　
　
木
島
こ
ど
も
会

　
廃
晶
集
め
を
し
て
得
た
益
金
千
五
百

円
を
、
水
害
地
の
義
援
金
に
し
て
ほ
し

い
と
日
赤
分
区
あ
て
に
寄
託
。

　
前
の
ぺ
ー
ジ
、
議
会
関
係
の
記

事
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
第
六
回
町

議
会
臨
時
会
で
設
置
が
決
ま
っ
た

仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
（
上
の

写
真
）

　
長
い
間
、
登
坂
禄
蔵
先
生
が
医

療
を
一
手
に
引
き
受
け
て
く
だ
さ

　
　
そ
の
登
坂
先
生
が
な
く

な
っ
て
、
無
医
地
区
と
呼
ば

れ
て
い
る
仙
田
の
、
そ
の
医

療
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

県
立
診
療
所
が
廃
止
に
な
り

に
努
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

と
い
う
医
療
法
第
五
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
い
て
設
置
し
た
診
療
所

　
運
営
に
つ
い
て
も
、
任
務
、
診

療
、
使
用
料
や
手
数
料
、
あ
る

は
特
別
会
計
の
設
置
な
ど
、
い
ず

れ
も
町
の
診
療
所
条
例
を
準
用
し

辺
地
の
医
療
対
策

仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所

同
じ
建
物
に
新
し
い
看
板
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
国
及
ぴ
地
万
公
共
団
体
は
、

病
院
又
は
診
療
所
が
不
足
し
て

る
地
域
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
病

院
又
は
診
療
所
を
整
備
す
る
よ
う

て
九
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

わ
け
で
す
が
、
も
と
も
と
　
医
師

の
補
充
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
開

設
さ
れ
た
わ
け
で
、
さ
し
あ
た
っ

て
金
曜
日
に
出
張
診
療
を
行
な
い

月
、
水
曜
の
両
日
、
千
手
診
療
所

広報β

孝
ま
で
患
者
輸
送
．
す
．
計
画
．
．

ま
す
。

　
特
別
会
計
の
総
額
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
五
百
八
万
三
千
円
。
歳

入
の
大
口
は
外
釆
収
入
で
約
三
百

四
＋
万
円
、
あ
と
は
国
庫
支
出
金

と
繰
入
金
で
ま
か
な
い
ま
す
。

　
い
っ
ぼ
う
、
歳
出
で
は
医
業
費

　
　
二
百
六
万
円
、
給
料
、
手
当

　
　
な
ど
の
総
務
費
百
九
十
六
万

　
　
三
千
円
、
施
設
整
備
費
八
十

　
　
五
万
円
、
そ
の
他
二
＋
万
円

　
　
の
順
。
以
上
が
台
所
と
い
う

わ
け
で
す
。

　
こ
の
ほ
力
　
辺
地
の
医
療
対
策

と
し
て
家
庭
薬
の
無
料
配
布
が
あ

　
　
昨
年
に
引
き
続
き
慶
大
の
医

事
振
興
会
か
ら
へ
き
地
診
療
班
も

は
い
っ
て
、
診
断
、
啓
発
、
指
導

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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巳
蓬
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
さ
る
七
月
二
＋
一
日
か
ら
八
月
二
＋

日
ま
で
の
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
強
調

月
間
」
。
強
調
月
間
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
間
、
＋
日
町
警
察
署
管
内
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
三
人
に
達
し
、

県
下
で
も
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
一
月
か
ら
累
計
す
る
と
九
人

に
な
り
、
昨
年
一
か
年
間
の
八
人
と
い

う
数
字
を
す
で
に
上
回
り
ま
し
た
。

　
も
し
、
乙
こ
で
交
通
事
故
防
止
対
策

の
手
を
ゆ
る
め
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
、
ま
す
ま
す
事
態
が
悪
化
す
る
と
い

う
の
で
、
警
察
で
は
、
さ
ら
に
九
月
に

は
い
っ
て
一
日
か
ら
十
日
ま
で
、
交
通

事
故
防
止
強
調
旬
間
を
実
施
し
ま
し
た

　
こ
れ
は
一
応
の
成
果
を
収
め
ま
し
た

が
、
九
月
と
い
う
の
は
新
学
期
が
始
ま

っ
た
ぱ
か
り
の
月
で
あ
り
、
特
に
、
こ

れ
か
ら
は
こ
ど
も
た
ち
自
身
、
学
期
初

め
の
緊
張
が
ゆ
る
む
の
と
同
時
に
、
農

繁
期
で
家
庭
の
注
意
も
行
き
届
か
な
い

時
期
に
向
か
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
原
因
別
に
な
が
め
て
み

る
と
、
保
護
者
の
不
注
意
に
よ
る
こ
ど

も
の
ひ
と
り
遊
ぴ
、
飛
ぴ
出
し
、
ま
た

は
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
際
の
合
図
不

履
行
な
ど
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
と
い

う
こ
と
を
最
重
点
に
、
そ
れ
が
、
ひ
い

て
は
地
域
全
体
の
交
通
事
故
絶
滅
に
つ

な
が
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
に
は
い
る
と
六
日
か
ら

＋
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
事
故
防
止
の

心
構
え
が
、
く
り
返
し
み
な
さ
ん
の
日

常
生
活
に
浸
透
す
る
よ
う
啓
発
し
あ
っ

て
く
だ
さ
い
。

愛
の
と
も
し
び
を

　
　
　
　
あ
U
が
と
う

〈
町
内
（
部
落
）
別
募
金
額
〉

　
中
島
町
四
千
五
百
円
、
山
野
田
四
千

五
百
円
、
発
電
所
通
り
五
千
円
、
永
公

西
千
七
百
円
、
永
公
東
七
百
円
、
下
平

六
百
円
、
四
郎
兼
三
千
二
百
円
、
東
善

寺
四
千
百
円
、
上
町
二
千
三
百
三
＋
円

甲
央
町
三
千
四
百
五
十
円
、
田
甲
四
千

二
百
円
、
神
社
町
三
千
七
百
円
、
学
校

町
五
千
七
百
五
十
円
、
甲
屋
敷
四
千
六

百
円
、
寺
尾
三
千
九
百
円
、
木
島
四
千

五
百
三
＋
円
、
木
島
公
舎
七
百
円
、
沖

立
九
千
四
百
円
、
伊
友
七
千
七
百
円
、

高
原
田
三
千
八
百
円
、
坪
山
四
千
九
百

円
、
霜
条
四
千
五
百
円
、
鶴
吉
一
千
百

円
、
平
見
四
百
円
、
上
野
一
万
五
千
五

百
円
、
元
町
一
万
三
千
五
百
円
、
新
町

新
田
九
千
円
、
下
平
新
田
九
千
二
百
円

三
領
二
千
九
百
円
、
小
根
岸
千
六
百
円

星
名
新
田
三
百
円
、
木
落
九
千
五
百
六

＋
円
、
寺
ケ
崎
七
百
円
、
塩
辛
千
七
百

四
＋
円
、
仁
田
一
万
四
千
六
百
円
、
原

田
三
千
三
百
円
、
根
深
二
千
六
百
円
、

下
原
二
千
円
、
甲
仙
田
一
万
二
千
七
百

円
、
室
島
一
万
一
千
百
五
＋
円
、
小
脇

二
千
四
百
三
＋
円
、
高
倉
六
千
六
百
円

霧
谷
千
二
百
円
、
田
戸
三
千
四
百
円
、

越
ケ
沢
四
千
円
、
大
倉
二
千
七
百
円
、

大
白
倉
四
千
七
百
六
＋
円
、
小
白
倉
五

千
円
、
篤
志
家
寄
付
（
二
＋
人
）
九
万

三
千
五
百
円
。

（
写
真
”
車
の
ラ
ッ
シ
ュ
で
危
険
が
い

　
っ
ぱ
い
の
大
通
り
）

　
六
・
七
・
八
の
三
か
月
に
わ
た
っ
て

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
愛
の
と
も
し
ぴ

募
金
が
、
総
額
で
三
＋
二
万
三
千
二
百

円
に
達
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
町
全
体
で
七
＋
二
の
防

犯
燈
が
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

近
日
中
に
係
員
あ
る
い
は
業
者
が
お
う

か
が
い
し
て
、
町
内
か
ら
具
体
的
な
ご

指
示
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

月
民
俗
資
料
集
め
目

　
本
紙
七
月
号
で
民
俗
資
料
の
収
集
に

つ
い
て
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ

ん
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
貴
重
な

品
を
た
く
さ
ん
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
品
は
、
と
り
あ

え
ず
、
長
徳
寺
さ
ま
の
厚
意
で
旧
観
音

堂
に
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
先
日
、

そ
こ
に
「
民
俗
資
料
保
存
室
」
の
看
板

を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
目
下
、
藤
本
秀
雄
先
生
の
手
を
わ
ず

ら
わ
し
て
整
理
記
録
中
で
す
が
、
収
集

に
つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
ご
協
力
を
得
た

く
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
こ
れ
ま
で
に
入
手
で
ぎ
た

　
お
も
な
品

　
か
ご
（
乗
り
物
）
、
荷
車
、
矢
立
て

銭
箱
、
古
交
書
（
書
箱
）
、
寺
子
屋
教

本
、
絵
紙
、
が
ん
具
、
織
機
、
さ
い
ふ

衣
類
、
箱
ぜ
ん
（
膳
）
、
道
具
類
、
農

耕
具
な
ど
。

◎
寄
贈
者
の
氏
名

　
　
　
　
・
敬
称
略
・
順
不
同

　
登
坂
こ
ま
（
神
奈
川
）
、
星
名
佐
藤

治
（
上
野
）
、
五
十
嵐
浅
七
（
野
口
）

水
品
忠
雄
（
三
領
）
、
藤
本
秀
雄
（
伊

剤．，，，，　熈　一、．醤薩聾韓狸

暑1郵　纈，　　　　轍　　　騰灘
塗　　㎜’顯，，…臼一轟苓難．遡一…、，麗
郎　　　　　亭．，g繊　羅　顕一

商　　県大会で準優勝　8月24日岩室で行なわれた
）　県青年大会の卓球競技、中魚代表で出場した川西チー
、

　　ム（渡辺一治郎監督、選手丸山正夫君のほか6人、写
駕真）は、両津、西蒲、岩船、燕に勝って決勝に進んだ

岩が、長岡に3対1で敗れ惜しくも第2位。

丸
山
澄
生

野
澤
雅
人

高
橋
　
博

太
田
美
和
子

富
井
　
晶

中
條
輝
子

長
一
郎
三
男

敏政光則六
吉光之夫郎

長長長長長
女女女；男、男

木上高田野下
　　原
島野田目コロ原

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

⑳　
新
郎
南
雲
貞
夫

　
新
婦
甲
込
京
子

σ◎　
新
郎
清
水
　
一
夫

　
新
婦
中
村
ハ
ル
エ

　
昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
梨
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
　
山
か
ら

高
山
紀
子

山
田
　
徳
蔵

高
橋
廣
次

佐
藤
藤
太
郎

高
橋
ミ
子

藤
巻
ミ
ョ

小
川
キ
ミ

発
電
所
通

仁
田

学
校
町

、赤塩田野

，谷辛戸口

九八八八八七二
二五四〇〇三九

譲
　
麟
謙
嘉
群
看
離

盛
嚢
藷
噸
、
襯
送
屡
太
融
鵠
課
峯

藤
喜
作
（
仁
田
）
、
以
上
。
　
　
　
　
　
軒
暮
る
る
朝
顔
大
き
く
明
日
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
　
鉄
舟

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

小
林
登
美
子

高
橋
幸
子

星
名
か
な
い

村
越
美
鈴

丸
山
ユ
カ
リ

相
崎
邦
夫

克秀昭四重英
已夫男郎信男

長長長長長三
男女女女女女

中
屋
敷

沖原野上高

立田口野倉

話
す
こ
と
多
き
日
傘
の
肩
な
ら
べ

　
　
　
　
大
倉
金
子
　
洋
石

秋
暑
し
蝶
も
み
あ
ふ
て
高
空
へ

晩
年
を
土
に
親
し
み
虫
を
聞
く

　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
　
　
凡
石

長
雨
に
伏
す
日
ま
わ
り
を
あ
わ
れ
と
も

短
　
歌

　
　
　
　
原
田
根
津
と
さ
子

台
風
に
起
き
る
当
て
な
き
倒
伏
の
無
残

な
稲
を
し
ば
し
見
て
立
つ

そ
の
董
の
青
く
伸
ぴ
立
つ
韮
畑
の
花
咲

き
出
で
し
白
の
し
ず
も
り




